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被災者支援について
　質問　大規模な災害発生後の被災
者個々の状況に合わせた支援とし
て、災害ケースマネジメントという
取り組みが注目されている。本市で
も導入を検討すべきと考えるが、市
の所見を伺う。
　市長　災害ケースマネジメント
は、東日本大震災や熊本地震、能登
半島地震でも実施された災害関連死
の防止策として、避難所以外の避難

者への支援、被災者の自立・生活再
建の早期実現、地域社会の活力維持
への貢献等が期待されるものと認識
している。本市においては、災害発
生後、市役所に被災者総合相談窓口
を開設するほか、必要に応じて避難
所等へ相談員を派遣し、被災した市
民の相談、要望等の聞き取りを行う
こととしている。災害ケースマネジ
メントの実施については、市単独で

の実施は不可能であり、被災者の抱
える多様な課題に対応するには、福
祉関係機関、弁護士や建築士等の資
格を有する専門家、災害関係のＮＰ
Ｏ等様々な専門性を有する民間団体
と協働した取り組みが必要不可欠と
考える。今後も、被災者の迅速な生
活再建に向け、災害ケースマネジメ
ントを含め、様々な支援策を研究し
ていく。

米軍横田基地について

▲市ホームページで公開しているPFOS等漏出に関する情報

　質問　令和６年10月４日に米軍か
ら、８月30日の豪雨により、横田飛
行場の消火訓練エリアから泡消火薬
剤の残留物を含む水が施設外に出た
蓋然性が高いとの情報提供があった
が、この件への本市の対応を伺う。
　市長　情報提供を受け、詳細な情
報の提供と国の責任において公共用
水域や地下水への影響の調査・分析・
評価を行うよう横田基地に関する東

京都と周辺市町連絡協議会から国へ
要請した。その後、北関東防衛局か
ら貯水池のＰＦＯＳ等の濃度や流出
ルート、通報までの経緯に関する説
明があった。10月には東京都、11月
には北関東防衛局が水質検査を実
施。ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの合計値
は、国の暫定指針値を下回った。11
月19日には北関東防衛局より、在日
米軍が本年５月末までに旧式の泡消

火薬剤を廃棄した旨と今後の取り組
み等の情報提供があったが、基地内
での漏出状況や流出ルート、貯水池
の水の処分状況、包括的かつ長期的
な対応策などが示されておらず、11
月20日米軍に対し、都及び周辺自治
体に現地で直接説明することなどを
要請するとともに、国に対しても、
これらを米軍に要請するよう、連絡
協議会から要請した。
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①コマキッズドリームプロジェクト（ユメプレ）について
　夢にチャレンジする人や海外留学の希望者に対して、助成金や奨学金
を支給する事業等を行っている。希望者には、プレゼンテーションや書
類・面接などの審査により助成金（上限30万円）や奨学金（月額上限５万
円）が支給される。
②ひきこもり支援センター（ほっとプラザ）について
　学校や社会になじめず、誰に相談していいかも分からない、そんなひ
きこもりの子どもや若者・大人
まで、悩まれている方とその家
族を支援している施設である。
相談ができる場所、安心できる
居場所として、利用者は年々増
加傾向にあり、利用者ニーズを
感じる施設及び取り組みであっ
た。

令和６年10月３日㈭～４日㈮
視察先　①愛知県小牧市　②愛知県東海市市民厚生委員会

愛知県小牧市

①部活動の地域移行について
　部活動における教員の負担増加や生徒たちの多様な学びの場を提供す
る必要性が議論され、文部科学省は部活動の地域移行を推進しており、
焼津市もこの流れを受け、部活動の地域移行を段階的に進めている。地
域と学校が一体となり、子どもたちを支える仕組みづくりを目指した取
り組みをしている。
②安

あ ん ど う

東小学校について
　「ひとりひとりが生きる授業」
にて、教師の役割について検討
を深める必要性を挙げ、子ども
を中心に置く探究的（問題解決
的）な学習展開において教師の
適切な関わりは大変難しく、「協
働的な学び」によって「自分で判
断して行動できる」子どもの育
成に積極的に取り組んでいる。

令和６年11月６日㈬～７日㈭
視察先　①静岡県焼津市　②静岡県静岡市総務文教委員会

福島県会津若松市

①AIオンデマンド交通「ふじえだmobi」について
　AIオンデマンド交通「ふじえだmobi」を実証運行し、交通課題解決や
経済効果の検証を進めている。高齢者の交通手段確保や子育て世代のセ
カンドカー代替として活用され、便利で費用負担が少ない点から利用者
増が期待される。移動に制約のある市民に手段を提供し、社会的孤立防
止や地域活性化にも寄与している。
②原

ば ら い け

池公園等管理運営事業について
　公募設置管理制度と指定管理
者制度を併用し、公園全域を一
括管理運営する事業を実施。民
間企業のノウハウや資金力を活
用し、バーベキュー施設の整備
などで公園施設を充実させ、効
率的かつ持続可能な運営を実
現。地域住民への質の高いサー
ビス提供と公園の魅力向上を図
っている。

令和６年10月７日㈪～８日㈫
視察先　①静岡県藤枝市　②大阪府堺市建設環境委員会

大阪府堺市

①議会基本条例及び議員政治倫理条例について
　市民参加を拡大して市民のための市政を実現するために、平成24年に
市議会の最高規範である議会基本条例の制定に至った。議会報告会が常
任委員会ごとに行われている。また、議員政治倫理条例は平成27年に制
定され、一部の資産の公開が行われていることが特徴といえる。
②議会基本条例及び議員政治倫理条例について
　平成20年に両条例が同時に制定された。議会基本条例では、市民との
意見交換会は極めて重要な制
度であり、政策形成の起点と
して位置づけられている。議
員政治倫理条例の制定には、
過去にあった議員の問題行動
が背景に有ることから、かな
りしっかりとした条例になっ
ており細かく条文化されてい
る。

令和６年10月29日㈫～ 30日㈬
視察先　①栃木県那須塩原市　②福島県会津若松市議会運営委員会

静岡県静岡市


